１１月２５日（日）京都テルサで行われたプライマリーケア学会で発表しました。

デイケアセンターすこやかで行っている運動療法（個別・集団リハビリ）が運動機能改善ならびに認知症の悪化予防に有用であることが示唆されました。
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今後もさらに長期にわたり追跡調査を行っていきたいと思っております。

高生会リハビリテーションクリニック　高　謙一郎

